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全国初！ 京都府が、希望する妊婦に全員、公費負担で、 
ＰＣＲ検査を受けられる制度を調整中 
 京都府は、京都市と協調し、希望するすべての妊婦がＰＣＲ検査を受けられる
制度を調整中です。これは、妊婦の安⼼･安全な分娩と医療従事者の⼆次感染を防
ぐことを⽬的としたもので、全額公費で⾏われる全国初の制度です。 
 また、これにあわせて、ＰＣＲ検査体制の拡充と周産期医療の充実を図ること
にしています。 
 なお京都市も、症状の有無にかかわらず、出産間近の妊婦全員にＰＣＲ検査を
⾏うことを決めています。対象となるのは、京都市に住む、妊娠 38 週前後の出産
間近のすべての妊婦。新型コロナウイルス感染症による症状がない場合の約２万
円の検査費⽤の全額を補助します（予算約１億円）。 
 すでに、京都府⽴医科⼤付属病院（上京区）･京都⼤医学部付属病院（左京区）･⾜⽴病
院（中京区）や中部産婦⼈科医院（伏⾒区）などの病院･診療所では、全ての妊婦へのＰＣ
Ｒ検査を⾏う意向を表明していました。 これも要求実現の⼀つ。さらに前進させましょう。 
 

メーデーで、医療従事者を応援するために、｢拍手」｢宣伝｣
「医師･看護師･介護職員署名｣など多様に 
 ５月１日のメーデーの日、府内各地で、新型コロナウイルス感染症対策をとりながら、

メーデーが取り組まれました。京都総評はじめ、多くの組合で、Twitter や Facebook 上で

の様々なアピールが取り組まれました。なかでも、医師･看護師･介護職員不足の中で奮闘

する医療従事者に感謝の気持ちを示そうと、１２時に一斉に拍手、病院前宣伝、医師･看護

師･介護職員増員署名を集めて病院の組合に渡そう、などが取り組まれました。 

 


